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　尾鷲神社のヤーヤ祭りは毎年２月１日から５日間行わ
れる豊漁と豊作を祈願する、300年以上前から続くとい
われる尾鷲神社
の例大祭です。
白装束の男衆
が狭い通りで激
しくぶつかり合
う「扉開き」から

始まり「チョウサじゃ」の掛け声とともに町を練り歩きます。
　神事や子どもが参加する華やかな大名行列及び道中踊りなども行
われ、町は例大祭の間、活気に満ち溢れた状態になります。
　又、毎夜、身体を清めるのに裸で海に飛び込む様は大変人気があ
ります。
　２月５日の最終日は神楽や踊り、夜には弓矢の奉納が行われます。
「ヤーヤ祭り」という呼び名の由来は、武士が合戦時に名乗りを上げ
る「ヤーヤー我こそは」からと言われています。
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　視覚障害者の方とお話をする機会がありました。両眼での矯正視力0.05～0.3未満の弱視者の場合、白杖
を持たずに外出をする人が多いそうです。その為に廻りの人には障害者としての認識が難しく、無視をしてい
ると誤解をされ、付き合いにくいと敬遠をされるなど、ストレスを受けることが多いとの事です。
　視覚障害者からの声掛けが難しいために気軽な声掛けが望まれています。最初は挨拶から、次は世間話
へ、そして話題の中から近隣の状況を知ることにより地域住民の仲間入りをしたい。そのきっかけになる声掛
けが有れば嬉しく、ストレスの解消にも繋がるとのことです。

①同系色のコントラストや遠近感が不鮮明である。
　 階段や段差の見分けが困難、特に降りる時に恐怖を感じる。
　 電車のプラットフォームと線路内との境界がわかりにくい。
②視野狭窄の方は
　 急接近は姿が確認できず、音のみが急に近づくので恐怖
を感じる。

　 急に人が現れて避けることが出来ずに接触する。
③対応によっては迷惑や、恐怖を感じることがある。
　 望んでいるか確認をしてから行動に移す。
　 手を引っ張るのではなく、肘や服を掴ませて声を掛けな
がら等、弱視者の特徴を理解した上での配慮や支援が
望まれています。

（道路交通法）身体障害者標識
　肢体不自由者が自動車に
添付することが義務付けら
れています。このマークをつ
けている自動車に「幅寄せ」
や「割り込み」をすると、道路
交通法違反になります。
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催
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。
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。
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。
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。
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な
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委
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、と
い
う
思
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出
を
作
り
ま
せ
ん
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。

　昨年民生委員制度創設100周年記念大会が東京で開催
され、我が市の11名が、全国民生委員児童委員連合会会長
表彰され、表彰状が届きました。このことは私にとってたい
へん励みになる出来事でした。
　人生100年と言われる超高齢社会の中、私たち民生委
員・児童委員も高齢化している現実がありますが、民生委
員・児童委員を何期も続けてくれることを願い、私も笑顔を
絶やさずもう少し続けたいと思います。

＊本人の意思を確認するために、声掛けをして
から行動しましょう
＊見て見ぬふりをせず、積極的な声掛けをしましょう
＊穏やかな口調で話しかけましょう
＊一人でサポートをすることが難しい場合は、
周囲に声をかけ、数人で対応しましょう

　障がいのある人をサポートする際には、
次のことを基本にしませんか。
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